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社会保険の等級とは？

社会保険料（健康保険料、厚⽣年⾦保険料）の計算を容易にするための区分です。‧

従業員の給与などの報酬⽉額を⼀定の範囲ごとに区切り、等級に当てはめます。‧

等級に応じて「標準報酬⽉額」が決まり、これが保険料計算の基礎となります。‧

等級の種類
第1等級から第50等級 第1等級から第32等級

標準報酬⽉額とは？

各等級に割り当てられた⾦額のことです。‧

実際の給与額ではなく、標準報酬⽉額に基づいて保険料が計算されます。‧

算定対象となる報酬には、基本給だけでなく、残業代や通勤⼿当、各種⼿当なども含まれます。‧

健康保険（協会けんぽの場合） 厚⽣年⾦保険
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等級の決定⽅法

社会保険料の計算
標準報酬⽉額に保険料率をかけて、健康保険料や厚⽣年⾦保険料を算出します。
保険料は、事業主と従業員で折半して負担します。

健康保険料や厚⽣年⾦保険料標準報酬⽉額計算式 保険料率

事業主と従業員で折半

定時決定（年1回の改定）

毎年4⽉から6⽉に⽀払われた給与（報酬）の平均額をもとに、9⽉から
新しい標準報酬⽉額が適⽤されます。

随時改定（昇給‧降給時の改定）

昇給などで給与が⼤幅に変わった場合は、随時改定が⾏われます。


